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質の向上

スポーツによる地方創生・まちづくりへ

「日本らしいスポーツホスピタリティ」を取り入れたスポーツによる地方創生・まちづくり推進していくため、ス
ポーツツーリズムを中心にスポーツを活用したまちづくりを推進する「地域スポーツコミッション」（地域SC）の
「質の向上」に向け、①新たな事業展開へのチャレンジ等をモデル的に支援するとともに、②基盤となる人
材の育成・確保の取組を推進する。

多角的な事業展開への新たなチャレンジ

「地域SC経営多角化等支援事業」

地域の自治体、スポーツ団体、民間企業・団体等が一体と
なりスポーツによる地域振興に取り組む組織。
※ 地域外からの交流人口拡大のための活動は必須要件

スポーツによる地域活性化・まちづくり担い手育成総合支援事業
令和5年度予算額（案） 204,182千円

（前年度予算額 198,000千円)

側面支援、地域SC基盤人材の育成・確保

「地域SC基盤人材育成サポート事業」

・ 地域SC経営多角化等支援事業に対し、
個別にコンサルティングし、補助事業の効果を
最大化

・ 令和４年度に実施した、地域SCの中心となる
人材の確保・育成に関するニーズ把握等の調査
結果を踏まえ、人材マッチングや人材育成手法
をモデル的に実証

・ 各地域SC間や、地域SCの中心となる人材間
の知見・ノウハウの共有化を図るため、相互の
ネットワーク作りを促進

●アウター事業の事例：
恒常的なスポーツ誘客が可能な
「通期・通年型スポーツアクティビティの創出」

日本発祥の武道をコンテンツ化 ホストタウンのレガシー化

側面サポート

など

オリンピアンによるランニング教室 企業・地域が連携した
多世代運動会

●インナー事業の事例：
地域コミュニティの活性化を図る
「交流イベント・スポーツインライフの推進」

【地域SCの経営の安定】 【地域SCの担い手の育成・確保】

・ 地域SCの多角的な事業展開を後押しするため、
- スポーツツーリズムのコンテンツ開発などの
交流人口を拡大する事業（アウター事業）

- 運動教室などを通じた、地域住民同士の交
流促進を図る事業（インナー事業）

などの新たなチャレンジをモデル的に支援

・ 地域を挙げた取組を一層後押しするため、
地域SCの新設に必要な費用を支援

多角化：上限10,000千円×13地域想定
新 設：上限3,500千円×2地域想定
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